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スピリチュアル・ケア研究講演会

ホスピスケアの目指すもの
ケアタウン小平の取り組み

実施結果―アンケート集計結果の概要

　日本にホスピスがはじまって、約30年になろう
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としています。終末期ガンの疼痛から解放されて、
残された人生を人間らしく、自分らしく生きるこ
とが出来るようになりました。今回は、日本のホ
スピスの草分けであり、ホスピスの役割を考え続
けてこられ、今、地域と在宅に根差したホスピス
の実践に力を注いでおられる山崎章郎先生からホ
スピスの目指すもの」と題してご講演をお聞きし
ます。

日　時　2013年 1 月24日（木）14：00 ～ 16：30
場　所　聖学院大学エルピス館　エルピスホール

【プログラム】
開会挨拶
　　阿久戸光晴（聖学院大学　学長）
講師紹介
　　 窪寺俊之（聖学院大学大学院教授、聖学院大

学こども心理学科長）
講　 演　「ホスピスケアの目指すもの─ケアタウン

小平の取り組み」
　　 山崎章郎（ケアタウン小平クリニック院長）
質疑応答
閉　会

【結果の概要】
・参加者は50名。内、回答者は25名。
・講演について「良い」が90％と大変高い評価を

得た。
・自由意見につては、「大変興味深い内容だった」
「ホスピスケアの深さ、広さに感動」「大変参考
になった」など。
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＊ 回答者の年齢として、70代以上が32％と最も多
く、次いで60代28％となった。

　性別は女性72％、男性が28％となった。
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＊ 職業別では、「施設職員」が24％と最も多く、「牧
師」18％だった。
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＊ 参加の動機として、「自宅に送られた案内を見て」
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が最も多かった。
　「その他」の意見として、「友人の勧め」「施設に
送られた案内を見て」「勤務先からの研修として」
など。

今後の講演会についての希望

・ ホスピスケアについて。ホスピスにおける牧師
の役割。

・有意義な講演会があることを期待します。
・代替医療について。
・食生活改善について。
・医者と患者の関係（総合病院などの）
・グリーフケアの講座をお願いします。

自由意見

・「自己肯定」というお言葉に、スピリチュアルケ
アの明確な目標が見えて、とても深く教えられ、
慰められ、励まされました。小生は牧師ですが、
宗教者は「信徒であっても（もちろん牧師も含
めてリーダー達も）人との交流が必要である」
ということを感謝しております。まことに有意
義なご講演を心より感謝申し上げます。ケアタ
ウン小平、山崎先生のお働きがますます発展さ
れますよう心よりお祈り申し上げます。ありが
とうございました。追伸、質疑応答の中でスタッ
フの方々を守っておられる姿勢を見せていただ
き感銘を受けました。最後は涙もでました。

・大変興味深い内容でした。特にスピリチュアル
ペインのケア（内省ニーズの支援）は、お年寄
りだけではなく、様々な人に対して応用できる
と思いました。「待つ」修行をしたいと思います。

・高齢者施設で相談員として勤務しています。若
いスタッフが、わけもわからぬうちに中途半端
な状態で、入居者の「看取り」をしつづけるこ
とによる不安や心の傷について、取り除ければ
と思います。そのような講演会なり勉強の場が
あれば参加したいです。

・ホスピス、スピリチュアルケアについて、初め
てわかり、安心してホスピスにも親をあずけら
れると知りました。ありがとうございました。

・友人が小平市に住んでいます。最期を安心して、
家で迎えられる町、うらやましく思いました。

大切な連れあいとどのような時を迎えるのか考
えさせられました。

　スクリーンが低くて見えませんでした。もう少
し高くしていただけたら良いと思います。"

・今日の講演で教えていただいたこと、日々のか
かわりの中でこれを大切に生かしたい。ありが
とうございました。

・せっかくの貴重な講演、もっと大勢の方がつど
えるようにしても良かったのではないか。もっ
たいないと思いました。

　私自身もどういう形で最後を迎えるかわからな
いが、いろいろ教えられてよかった。

・「生きる意味」を見失った人々に対して（死が直
前に迫っている）スピリチュアルケアが効果的
であることがよく理解できました。自殺願望の
方々にもスピリチュアルケアが役立つ様にも感
じました。

・具体的な患者さんとの関わり方を伺い、大変参
考になりました。ありがとうございました。

・昨年 2 月に夫をガンで亡くしました。在宅治療
ができたらどんなに良かったかと思いました。

・以前、愛媛の松山ベテル病院のホスピスで色々
な体験をさせていただきました。

・ホスピスケアの深さ、広さに感動。小平タウン
が日本全国にできることを望む。

・今回のホスピスケアの講演会は大変参考になり
ました。

・ちょっと遠い所だったが、来られた事に感謝し
ます。ありがとうございました。

・大切な時でした。
・「 宗教的ニーズ」についてもう少し詳しく聞き

たかった。




